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待望の町民体育館建＿設に着手
57年10月30日完成

町民のスポーツの殿堂「町民体育館」の建設が、いよいよ始まりました。現在、町内の体育館は役場横にある勤労青少年体育セ

ンターの1カ所のみ0最近のスポーツ人口の増加で、各種スポーツ少年団や同好会の練習で、いつも一杯使用時間の調整ができな

いほどになっています。スポーツ愛好家からは、強く体育館の建設が望まれていました。

今回建設される体育館は、高松団地の横に建設され、総工費1億9千3百万円で、鉄筋コンクリート2階建、面積は1階1，276

が、2階334誠で、∵般男子バレー、バスケットのコートが2両とれる広さです。来年の10月30日完成を目指し、現在工事が続け

られています0　　　　　　　　　　　　　　　　（写真㊤工事に着手した「町民体育館」㊦体育館の完成予想図）

固定資産税の　3　期分納期は12月　25　日　ま　で
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ゆく年くる年

年

末

の

防

犯

運

動

1

2

月

1

日

～

1

2

月

3

1

日

ぐ
一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

少
年
非
行
の
防
止

年
末
は
例
年
、
凶
悪
犯
罪
や
あ
き
巣

忍
び
込
み
、
交
通
事
故
な
ど
予
測
せ
ぬ

事
件
や
事
故
が
増
加
し
ま
す
。
年
末
の

あ
わ
た
だ
し
さ
に
気
を
と
ら
れ
、
事
件

事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
自
分
か
ら

起
き
ぬ
よ
う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

侵
入
盗
ひ
っ
た
く
り
に
ご
用

◎
日
に
一
度
我
が
子
に
観
る
目
と
心

少
年
の
非
行
は
、
年
ご
と
に
増
加
、

ド
ロ
ボ
ウ
の
六
割
が
少
年
な
の
で
す
。

非
行
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
人
の

子
も
わ
が
子
と
同
じ
気
持
で
愛
の
二
戸

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

（1月～7月）

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
戸

締
り
を
し
て
、
お
隣
に
ひ
と
声
か
け
ま

し
ょ
う
。

買
物
な
ど
で
大
金
を
持
ち
歩
い
た
り

暗
い
人
通
り
の
少
な
い
夜
道
を
歩
く
と

き
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
は
、
し
っ
か

り
か
か
え
、
ま
た
混
雑
す
る
場
所
で
の

懐
中
物
に
用
心
し
ま
し
ょ
う
。

暴
　
力
　
　
追
　
　
放

◎
暴
力
は
追
い
出
せ
締
め
出
せ
根
を
絶

や
せ

暴
力
は
平
和
で
楽
し
い
市
民
生
活
を

破
壊
す
る
憎
む
べ
き
犯
罪
で
す
。
暴
力

を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
す

不良行為少年補導状況

行為 飲 喫 Ｉ乱

／

深 は

い

家 虫庄
蔽

不異
性

不
良

患 不
健

暴
走

そ

計

町別 酒 煙
ナ
ｉ用

か
夜い 出

外
泊

交
純遊

交
友

1一

全
奴を
楽

行
為

の

他

水巻町 1 4 2 2 23 3 8 4 1 6 90

芦屋町 7 7 6 23 51 4 2 5 3 14 6 3 9 22Ｉ

遠賀町 50 1 12 1 1 2 1 6 8

岡垣町 46 5 4 0 1 4 1 7 2 1鵬
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Ｈ
ｈ
Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
曇
Ｈ
琵
1
－
日
Ｈ
Ｈ
…
ｈ
い
”
“
”
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
三
り
Ｈ
Ｈ
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
“
Ｈ
Ｈ
”
Ｈ
Ｈ
い
り
Ｈ
別
れ
Ｈ
Ｈ
り
”
Ｈ
”
り
“
〃
“
日
日
”
誉
Ｈ
－
い
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＿
い
“
Ｈ
Ｈ
Ｈ
”
Ｈ
い
Ｈ
ｉ
ｌ

交

通

安

全

は

茶

の

間

か

ら

十
二
月
十
一
日
か
ら
来
年
の
一
月
十

日
ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
重
点

目
棟
は
、
①
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老

人
の
交
通
事
故
防
止
　
⑧
無
謀
運
転
、

特
に
飲
酒
運
転
の
追
放
　
㊥
二
輪
車
・

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
で
す
。

交
通
事
故
は
、
他
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
巻
町
で
も
今
年
の
一
月
か

ら
十
月
ま
で
に
、
百
十
四
件
の
交
通
事

故
が
起
り
、
二
人
の
人
が
尊
い
命
を
落

し
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
飲
酒
す
る
機
会
が
多

く
な
る
と
と
も
に
、
交
通
量
が
増
え
、

気
ぜ
わ
し
さ
も
加
わ
っ
て
、
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

町内の交通事故発生状況
56年1月から10月まで

ｉ発生件数ｌｉ事故者数

≡≡≡漂 人147
1 4

死 亡 事 故　　　 2 2

ｌ

「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り

勤
め
帰
り
に
熱
カ
ン
で
キ
ユ
ッ
と
一

杯
…
…
。
お
酒
の
お
い
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
と
く
に
年
末
年
始
は
、
忘

年
会
や
正
月
、
新
年
会
と
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
飲
酒

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
増
え
ま
す
。

「
ほ
ん
の
一
杯
だ
け
」
が
命
と
り
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
飲
む
な
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
鉄
則
を
ド
′
ラ
イ

ド
ｔ
の
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
こ
れ

を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
で
罰
せ
ら
れ
る
の

は
、
ド
ラ
イ
バ
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
草
に
乗
ろ
う
と
す
る
人

に
酒
を
提
供
し
た
り
、
勧
め
た
り
す
る

こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒
ぴ
た
り
に
な
り
や
す
い
年
凍
年
始

ハ
ン
ド
ル
を
持
つ
人
も
持
た
な
い
人
に

も
〝
乗
る
な
ら
飲
む
な
／
″
を
徹
底
さ

せ
た
い
も
の
で
す
ね
。

㌻

●運転に一番大切な注意力がにぷくなります

●完る闇がせ彦くなります

●反晦する動作ガにぶくなり講す

●譲った動作をするようになります

●スピード感がにぶくなり恐怖感がなくなります

その範粟として当然

→大手卸→大怪我・死亡となります

蕪畝逓事故は致死蓮が馬い

猷潜事故の戦死率は全事故の無死墓の4億となります。

人間の命と未来を守るため「合成洗剤」を追放しよう
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雇

用

促

進

住

宅

5

7

年

3

月

完

成
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Ｄ

 

Ｋ

　

で

家
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2
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2
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1

0

0
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古
賀
に
建
設
中
の
雇
用
促
進
住
宅
は

来
年
三
月
初
旬
完
成
を
目
指
し
、
現
在

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

完
成
を
間
近
に
ひ
か
え
、
雇
用
促
進

事
業
団
で
は
、
住
宅
の
概
要
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
　
ー
。

雇用促進住宅建設地

◎
入
居
で
き
る
方
は

1
、
適
当
な
住
宅
が
確
保
で
き
な
い

勤
労
者
で
、
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
。

2
、
家
賃
の
支
払
能
力
が
あ
る
こ
と

（
家
賃
・
共
益
費
の
5
倍
以
上
の

月
収
が
あ
る
こ
と
）

3
、
本
人
を
含
め
た
家
族
数
　
（
同

居
）
が
三
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
現
二
人
家
族
で
母
子
手
帳

所
持
者
も
可
）

4
、
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ

と
。

5
、
日
本
住
宅
公
団
か
ら
の
入
居
は

で
き
ま
せ
ん
。

⑳
宿
舎
の
概
要

①
構
造
・
戸
数

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
5
階
建
、

2
棟
8
0
戸

ｌ
■
■
ｔ
ｌ
≡
■
■
≡
ニ
■
■
ｌ
≡
ｌ
■
■
≡
－
－
■
■
≡
－
1
■
■
三
ｌ
ｌ
■
■
≡
ｌ
ｌ
書
■
≡
こ
■
川

㊥
間
取
り

3
Ｄ
Ｋ
型
（
図
面
の
と
お
り
）

㊥
家
賃
及
び
共
益
費

家
賃
月
額
　
二
万
二
千
百
円

共
益
費
月
額
　
五
百
円

敷
　
金
　
　
四
万
四
千
二
百
円

④
入
居
申
込
み
期
間

5

7

年

1

月

1

1

日

か

ら

2

月

2

7

日

ま

で

⑤
駐
車
場
（
有
料
〕

6
5
台
分
確
保
し
ま
す
。

⑥
申
込
み
場
所

八
幡
公
共
職
業
安
定
所

（

魯

6

7

1

・

5

9

3

1

）

・

間
　
販
　
り
　
図

′。レコニー　　　　　 「

口［4．

6 帖
ダイニング

キッチン
ｌ ［ 押入

■■■■．

押

晶
玄関

ル［コ

便所

上ル
讐

浴室

初

の

ビ

ー

チ

ボ

ー

ル

バ

レ

1

大

会

を

開

催

誰
に
で
も
す
ぐ
出
来
る
中
高
年
婦
人

向
き
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が

1
1
月
2
0
日
、
体
育
セ
シ
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
2
4
、
打
っ
て

も
な
か
な
か
飛
ば
な
い
、
上
っ
て
も
な

か
な
か
落
ち
て
こ
な
い
球
に
、
悪
戦
苦

菊
薫
る
十
一
月
、
文
化
の
日
、
国
で

は
各
分
野
で
功
績
・
功
労
の
あ
っ
た
人

に
お
く
ら
れ
る
叙
勲
者
の
発
表
が
あ
り

宝

章

を

受

章

ま
し
た
。
今
回
の
叙
勲
で
は
当
町
の
東

川
正
雄
氏
が
地
方
自
治
功
労
に
よ
り
勲

四
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

粟
川
氏
は
、
戦
後
初
の
普
通
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
に
水
巻
町

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
政
治
家
と
し

て
町
政
に
参
画
し
て
以
来
、
昭
和
五
十

年
ま
で
、
実
に
二
十
八
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
、
と
り
わ
け

水
巻
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら

一
二
十
年
ま
で
福
岡
県
議
会
議
員
と
し

て
県
政
に
も
、
た
ず
さ
わ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
氏
は
昭
和
三
十
年
以
来
、

水
巻
町
商
工
会
々
長
の
要
職
に
あ
り

昭
和
四
十
三
年
に
は
福
岡
県
商
工
会

連
合
会
々
長
に
就
任
さ
れ
、
中
小
企

業
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

の
功
労
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
八

年
に
は
、
藍
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
た
び
の
ご
受
章
を

契
機
と
し
て
、
町
民
福
祉
の
向
上
に

一
一
層
の
活
躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

優
勝
し
た
梅
ノ
木
中
央
組

闘
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
中
高
年

婦
人
に
と
っ
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
た
二
二
日
で
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
梅
ノ
木
中
央
組
（
東
鴫
、
松
村

自
我
、
米
満
）

二
位
　
鯉
口
団
地
（
高
橋
、
川
元
、
瀬

谷
、
内
野
）

三
位
　
上
二
Ａ
（
山
口
、
増
田
、
船
津

河
村
）

三
位
・
机
二
　
（
粟
川
、
室
井
、
行
正
、

小
田
）

少
女
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

第
2
回
水
巻
町
少
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
1
1
月
1
5
日
頃
末
と
机
小

学
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
　
美
吉
野

二
位
　
上
　
二

三
位
　
頃
末
北

差別をなくし　明るい人々　明るい心’＋頃末小6年　瓜生陽子
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こ
　
と
ば
　
の
相
談

三
歳
に
な
っ
て
も
〝
し
ゃ
べ
ら
な
い

″
　
〝
何
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
∫
　
〝
ど
も
る
ガ
な
ど
、
子
供
の
こ

と
ば
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
な
万
は
、

い
ま
せ
ん
か
。
「
こ
と
ば
の
相
談
」
が

次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

心
酎
な
方
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
8
日
　
1
0
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▽
申
込
み

役
場
衛
生
係
に
1
2
月
1
5
日
ま
で
に

申
込
み
下
さ
い
。
（
電
話
で
も
よ
ろ

し
い
で
す
。
）

特

設

人

権

相
談
所
の
　
開
設

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
4
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
相
談
員
　
福
岡
法
務
局
小
倉
支
局
職

員
、
人
権
擁
護
委
員

▽
相
談
内
容
　
人
権
・
名
誉
侵
害
、
借

地
借
家
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
遺
産
相
続
、
交

通
事
故
、
婦
人
相
談
、

日
常
生
活
上
の
心
配
ご

と
な
ど
。

消
防
設
備
士
講
習
会

消
防
設
備
士
講
習
会
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
消
防
設
備
士
免

許
取
得
者
で
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

受
講
下
さ
い
。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

▽
対
象
者

①
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け

て
2
年
以
内
に
当
該
講
習
を
受
け
て

い
な
い
者

㊥
消
防
設
備
士
講
習
を
受
け
て
4
年

を
経
過
し
、
5
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者

▽
受
付
場
所
・
期
間

県
消
防
防
災
課
　
1
2
月
1
6
日
～
1
9
日

北
九
州
市
消
防
局
　
1
2
月
1
4
日
～
1
5

日
　
（
共
に
1
0
時
～
1
6
時
）

※
詳
し
く
は
、
遠
賀
郡
消
防
署
に
お
た

ず

ね

下

さ

い

。

（

審

0

9

3

2

9

・

3

・
1
2
3
1
）

一
「ｌ

臨
時
保
母
・
臨
時
給
食
調
理
員
を
募
集

町
で
は
、
昭
和
5
7
年
か
ら
町
立
保

育
園
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
保
母
及
び
給
食
謝

理
等
で
す
。
資
格
・
免
許
等
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
社
会
課
へ
履
歴
書
を
持
参

し
て
申
込
み
下
さ
い
。
申
込
み
〆
切

は
、
5
7
年
1
月
3
1
日
で
す
。

（

晋

2

0

1

・

4

3

2

1

〕

」一一

月　　　 日 時　 間 講 習区分 会　　　　 場

1 月　 25　日 10　－ 16 第　 2　 種 福 岡 市 民 会 館

1 月　 27　日 〃 第　 4　 種 ク

2　月　 8　 日 ク 第 1　 種 戸 畑 市 民 会 館

2　 月　 9　 日 ク 第　 3　 種 ケ

2　月 10　日 〃 第　 5　 種 ・ ク

高
須
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

福
岡
県
で
は
、
北
九
州
市
若
松
区
の

高
須
県
営
住
宅
（
新
築
）
の
入
居
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
公
募
戸
数
　
二
産
　
婆
戸

㊥
構
　
造
　
　
中
層
耐
火
構
造
5
階
建

㊥
間
ど
り
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｋ
（
6
・
6
・
6

Ｄ
Ｋ
）

④
家
　
賃
　
　
二
四
、
〇
〇
〇
円

⑤
入
居
予
定
　
二
月
上
旬

⑥
申
込
み
用
紙
配
布
場
所

北
九
州
土
木
事
務
所
と
北
九
州
市

若
松
区
役
所
に
お
い
て
、
1
2
月
1
4
日

か
ら
1
8
日
の
間
に
配
布
し
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
福
岡
県
建
築

管

理

課

へ

。

（

審

0

9

2

・

6

4

1

・

3
7
8
6
）

一
級
・
二
級
技
能
士

通
信
講
座

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
働
い
て
い

る
人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知

識
を
習
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。
資
格
を
得
る
こ
と
は
、
各
人
の
生

活
の
向
上
に
も
な
り
ま
す
。

▽
訓
練
科
一
級
＝
機
械
加
工
科
、
仕

上
げ
科
、
板
金
科
、
配
管
科

二
級
＝
機
械
科
、
鋳
鋼
鋳
物
科
、
金

属
塗
装
科
、
タ
イ
ル
張
り
科
、
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
料
、
仕
上
げ
科
、
鉄
鋼

熱
処
理
科
、
電
気
め
っ
き
科
、
建
築

塗
装
科
、
凸
版
印
刷
科
、
機
械
製
図

科
、
木
型
科
、
建
築
科
、
配
管
科
、

活
版
製
版
科
、
機
械
検
査
料
、
回
転

電
機
組
立
て
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科

建
具
科
、
横
編
み
メ
リ
ヤ
ス
科
、
時

計
修
理
科
、
製
樺
科
、
と
び
科
、
家

具
木
工
科
、
洋
服
科
、
鋳
鉄
鋳
物
科

板
金
科
、
左
官
科
、
広
告
美
術
科

▽
受
講
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
一
級
に

つ
い
て
は
一
級
技
能
検
定
受
験
資
格

者
又
は
一
年
後
に
そ
の
資
格
を
得
ら

れ
る
万
。
）

▽
受
講
料
一
級
　
八
、
0
0
0
円

二
級
　
六
、
〇
〇
〇
円

▽
訓
練
期
間
　
標
準
一
カ
年
（
い
つ
で

も
受
付
け
ま
す
。
）

▽
申
込
み
場
所

北
九
州
市
八
幡
西
区
穴
生
三
丁
目

「
八
幡
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
・
八

幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
」

（

審

6

4

1

・

6

9

0

9

〕

新成人の名簿にもれた方は

教育委員会に連絡下さい

11月10日号に掲載の新成人名簿にもれた方は、

12月25日号に掲載します。なお、掲載もれの方で

まだ教育委員会に連絡されてない方は、12月15日

までに連絡ください。

（審201・4321）
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ｑ
い
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1
“
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Ｈ
Ｈ
い
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1
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Ｈ
Ｈ
・
も
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Ｈ
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》
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Ｌ
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無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
①
宮
崎
市
大
字
加
江
田
字

平
田
3
5
番
地
1
号
・
2
号
墓
地

㊥
宮
崎
市
大
字
熊
野
字
前
原
8
3
3

0
番
地
1
号
・
3
号
・
4
号
墓
地

。
届
出
先
　
宮
崎
県
学
園
都
市
建
設

用
地
事
務
所
　
（
魯
0
9
8
5
・

5
8
・
2
2
9
2
）

。
届
出
期
限
　
5
6
年
1
2
月
3
0
日
ま
で

◎
1
1
月
2
5
日
号
で
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
越
年
見
舞
金
の
支
給
の
記
事
中
「
見

舞
金
一
世
帯
当
り
8
、
0
0
0
円
、
一

人
当
り
1
、
0
0
0
円
」
は
「
見
舞
金

一
世
帯
当
り
8
、
0
0
0
円
」
の
誤
り

で
す
。
つ
つ
し
ん
で
訂
止
し
、
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。

◎
1
1
月
1
0
日
号
に
掲
載
の
詩
吟
朗
詠
の

会
の
師
範
は
「
大
師
範
堤
錦
照
」
と
1
「

師
範
秋
元
錦
秋
」
で
す
。
つ
つ
し
ん
で

訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

1月　分の生活保護費は12月　25　日　に支給　し　ま　す。

衛
　
門

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


